
東 園 田 町 会 報 2005年 1月号第 644号（1）

平成17年1月1日

第644号

〒 661-0953
尼崎市東園田町 4 － 9 4
電　話（6491）9 3 0 3
ＦＡＸ（6491）6 9 0 9
choukai＠ tiara.ocn.ne.jp
印　刷 タ ナ カ 製 版 �
電　話（6 4 2 9）3 3 7 0

発 行
尼崎市認可地縁団体

東 園 田 町 会

年
頭
の
ご
挨
拶............................................................... .

１
頁

町
会
の
動
き............................................................... ......

２
頁

地
区
便
り............................................................... ............

３
頁

ご
挨
拶............................................................... .................

４
頁

ご
挨
拶............................................................... .................

５
頁

お
知
ら
せ............................................................... ............

６
頁

目　　 次

　
平
成
16
年
の
世
相
を
象
徴
す
る
言
葉
は
、

「
災
」
だ
っ
た
。
森 

清
範 

清
水
寺
貫
主
の

「
来
年
は
皆
の
心
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、
な

ご
む
こ
こ
ろ
で
『
和
』
と
い
う
字
を
書
か
せ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
お
話
が
心
に

残
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　「
外
の
世
界
が
暗
い
と
き
、自
分
の
心
ま

で
暗
く
し
て
は
い
け
な
い
。自
分
の
心
の
暗

さ
や
明
る
さ
、湿
度
や
湿
り
気
を
決
め
る
の

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
任
さ
れ
た
仕
事
な
の

だ
。」
夕
刊
で
見
つ
け
た
言
葉
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ふ
と
気
付

く
、「
明
る
く
楽
し
く
な
る
こ
と
」、
そ
れ
は

私
達
の
ま
わ
り
に
あ
る
自
然
の
美
し
さ
に
よ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ご
近
所
の
方

と
交
わ
し
た
何
気
な
い
挨
拶
に
よ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。そ
の
よ
う
な
出
来
事
を
胸
に
灯

の
よ
う
に
と
も
し
て
、新
し
い
年
を
ゆ
っ
く

り
と
す
す
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
。

　
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
町
会
の
活
動
に
何

か
と
お
力
添
え
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
は
近
年
に
な
い
出
来
事
が
多
発
し
ま

し
た
。
新
年
早
々
の
米
国
産
輸
入
牛
肉
問
題
、

春
に
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、
そ
れ

に
伴
う
偽
装
工
作
の
発
覚
な
ど
、
食
に
対
す

る
不
安
と
不
信
感
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
が
猛
威
を
振
い
、
過
去
最
多
の
台
風

上
陸
で
、
各
地
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
、

多
く
の
村
や
町
が
一
瞬
に
し
て
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
10

年
前
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
た
私
達

に
と
っ
て
は
、
他
人
事
で
は
な
い
思
い
を
い

た
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
物

心
両
面
で
の
一
日
も
早
い
回
復
を
心
か
ら
お

祈
り
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
町
会
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
「
駅
前
の
不
法
駐
輪
」
問
題

を
、
対
策
協
議
会
関
係
者
と
と
も
に
進
め
、

よ
り
良
い
町
の
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
の
「
支
所
・
出
張
所
等
の
統
廃
合
計
画
」

問
題
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
駅
前
出
張

所
の
必
要
性
を
強
く
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年
末
に
修
正
案
が
特
別
委
員

会
に
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
秋
の
台
風
23
号
や
豪
雨
の
際
に
問
題
と

な
っ
た
、「
東
園
田
地
区
の
防
災
対
策
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
行
政
と
の
協
力
の
も
と
に
早

急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ク
リ
ー
ン
運
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
も
っ
と
も
っ
と
活
気
の
あ
る

町
、
高
齢
者
や
子
ど
も
達
、
障
害
を
持
っ
た

人
達
に
や
さ
し
い
園
田
の
町
」
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
為
に
は
、「
地
域
住
民
相
互
の
信
頼
と

親
睦
」
を
目
標
に
、
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ

き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

相
互
の
信
頼
と
親
睦
を
目
標
に

会
長

　
古 

川
　
育 

宏

平
成
十
七
年

平
成
十
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶 
平
成
十
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶 初詣で御神酒をいただく・白井神社（１月の歩こう会）
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◇
出
初
式
に
参
加

日
時
　
１
月
９
日（
日
）10
時
〜

文
化
部

◇
作
品
展（
11
／
20
・
21
）に
は
、各
地

区
理
事
の
方
々
の
応
援
に
よ
り
、

よ
り
深
い
対
応
が
出
来
た
。

今
後
と
も
、
町
会
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

◇
落
語
を
聞
く
会

日
時
　
２
月
５
日（
土
）14
時
〜

・
回
覧
と
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ

す
る
。

環
境
衛
生
部

◇
さ
わ
や
か
指
導
員
連
絡
網
会
議

（
11
／
22
）の
報
告

・
平
成
17
年
４
月
よ
り
、
家
庭
ご

み
の
分
別
が
変
わ
る
。

・
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
か
ら
「
燃
や

す
ゴ
ミ
」
と
名
称
が
変
わ
る
。

・
詳
し
く
は
平
成
17
年
２
月
中
旬

に
配
布
さ
れ
る
「
家
庭
ゴ
ミ
べ
ん

り
ち
ょ
う
」
に
掲
載
さ
れ
る
。

保
健
体
育
部

◇
「
12
月
の
歩
こ
う
会
」

参
加
者
　
56
名
　
　

日
時
　
12
月
５
日
　
８
時
出
発

行
先
　
知
恩
院
〜
清
水
寺

◇
初
詣

日
時
　
１
月
４
日（
火
）９
時
出
発

集
合
場
所
　
町
会
西
公
園

行
先
　
船
詰
神
社
〜
白
井
神
社

会
計
よ
り
の
報
告

◇
毎
月
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
誤

り
な
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

町

会

の

動

き

12
月
20
日
現
在

新 会 員 紹 介  
組 ・  班  会員名（敬称略）

９－１Ｂ－２　 浦　崎　総　平
３－３Ｂ－５ロ 迫　田　政　信
９－５－７　　 福　本　裕　志
９－５－７　　 岡　崎　英　雄

第

四

回

理

事

会

日
　
時
　
12
月
11
日
19
時
〜

出
席
者
　
28
名

　
　
議
　
　
　
事
　

◇
議
長

総
務
部
　
　
　
　
志
築 

芳
和
氏

◇
議
事
録
署
名
人

編
集
部
　
　
　
　
橋
本 

春
雄
氏

三
丁
目
地
区
長
　
西
岡 

正
夫
氏

◇
理
事
会
の
成
立

構
成
員
44
名
中
28
名
出
席
で
成
立
。

報
告
事
項

◇
出
張
所
・
支
所
等
の

　
　
　
　
統
廃
合
計
画
に
つ
い
て

①
一
旦
、
予
算
削
除
さ
れ
た
が
、

住
民
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
の
再

提
案
「
改
革
改
善
取
組
素
案
」（
11

／
３
）の
発
表
が
あ
り
、
市
議
会
で

の
議
論
の
後
、
修
正
案
が
出
さ
れ

た（
11
／
19
）。

②
修
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

・
支
所
と
駅
前
出
張
所
に
証
明
書

発
行
業
務
を
残
す
。

・
支
所
は
市
民
課
が
な
く
な
り
、

地
域
振
興
課
の
み
が
残
る
。

・
届
け
出
、
収
納
は
塚
口
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

③
市
議
会
の
動
き

　
　
　
　
　（
田
村
顧
問
よ
り
）

・
年
内
に
特
別
委
員
会
で
意
見
調

整
し
、
議
会
に
提
案
す
る
。

・
地
域
的
補
完
策
と
し
て
の
出
張

所
の
特
殊
性
を
引
き
続
き
訴
え
て

い
く
。

◇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
鶴
の
巣

園
」
再
整
備
に
つ
い
て

・
園
和
連
協
に
計
画
案
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た（
11
／
26
）。

・
風
呂
、
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
に

対
す
る
意
見
が
多
く
出
た
。

・
機
能
回
復
用
の
設
備
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

・
食
満
の
現
「
鶴
の
巣
園
」
利
用

者
の
意
見
や
老
人
会
の
利
用
者
の

声
を
取
り
入
れ
る
よ
う
要
請
す

る
。

・
現
行
敷
地
の
半
分（
北
側
）に
再

建
す
る
た
め
、
全
体
の
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
南
側
の
半

分
は
保
育
所
に
な
る
。

◇「
東
園
田
町
会
の
し
お
り
」
案

に
つ
い
て

・
東
園
田
町
会
の
地
域
外
の
写
真

で
な
く
、
地
域
内
の
写
真
を
使
う

べ
き
で
あ
る
。

・
目
的
の
項
目
が
書
か
れ
て
い
な

い
。

・
予
算
化（
３
０
０
０
部
15
万
円
）

に
つ
い
て
は
賛
意
を
得
た
。

◇
今
後
の
本
部
の
取
組
み

①
町
会
と
し
て
の
防
災
対
策
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
て

い
く
。

②
子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
、
町

会
に
対
策
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
今
後
、
関
係
諸
団
体

と
議
論
が
必
要
な
時
期
が
く
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
各
部
か
ら
の
報
告

総
務
部

◇
部
会
　
12
月
16
日
18
時
30
分
〜

・
「
町
会
の
し
お
り
」
つ
い
て

・
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立

ち
上
げ
に
つ
い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
に

つ
い
て

◇
部
会
　
12
月
27
日（
月
）19
時
30
分
〜

◇
部
会
　
１
月
26
日（
水
）19
時
30
分
〜

会
報
編
集
部

◇
部
会
　
12
月
１
日
18
時
30
分
〜

・
１
月
号
の
企
画

◇
部
会
　
12
月
14
・
22
日
18
時
30
分
〜

・
１
月
号
の
校
正

◇
部
会
　
１
月
19
日（
水
）18
時
30
分
〜

防
犯
部

◇
部
会
　
11
月
24
日
19
時
〜

◇
地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

日
時
　
12
月
11
日
13
時
〜

　
　
　
12
月
16
日
16
時
〜

　
　
　
12
月
20
日
19
時
〜（
雨
天
中
止
）

◇
東
園
田
地
区
防
犯
支
部
連
合
会

日
時
　
12
月
14
日
18
時
〜

場
所
　
町
会
２
階
大
ホ
ー
ル

◇
部
会
　
12
月
28
日（
火
）19
時
〜

婦
人
部

◇
バ
ス
ツ
ア
ー
　
12
月
３
日

「
播
州
清
水
寺
と
し
い
た
け
狩
り
」

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

歳末助け合い募金

ご協力ありがとうございました。

313,558円

寿司・てっちり・鍋物・会席・幕の内 

カウンターと座敷の有るお店です 
小グループのお集まり商談に最適 

寿司 
割烹 みかく 
ＴＥＬ（06）6491－7388
定休日：毎　週（月 曜 日） 
（園田商店街通り北へ真すぐ） 

祝 成 人
今年成人される方（町会分）

男性30名
女性29名

おめでとうございます

書
道
教
授 

一
般
部 

月
曜
ヒ
ル 

金
曜
ヨ
ル 

土
曜
ヨ
ル 

書
ノ
友
社
審
査
委
員 

游
目
書
道
篆
刻
研
究
会 

小
山
鳥
雲  

指
導 

游
目
書
道
院 

東
園
田
町
四
―

一
五
五
―

一
八 

電
話（
六
四
九
一
）五
〇
〇
五
番 

園田ビューティ 

着付メイクアップも致します 

園田駅前派出所北 
ＴＥＬ  6492－1603

ロ レ ア ル サ ロ ン 
カ バ ー マ ー ク 



東 園 田 町 会 報 2005年 1月号第 644号（3）

〇
三
丁
目

＊
地
区
清
掃
　
　
　
参
加
者
34
名

日
時
　
12
月
12
日
９
時
〜

＊
地
区
役
員
会
　

日
時
　
１
月
27
日（
木
）13
時
〜

＊
地
区
会
　

日
時
　
２
月
17
日（
木
）13
時
〜

○
四
丁
目

＊
地
区
清
掃
　
　
　
参
加
者
18
名

日
時
　
12
月
12
日
８
時
30
分
〜

次
回
　
１
月
９
日（
日
）８
時
30
分
〜

＊
地
区
会
＆
懇
親
会
　
出
席
者
18
名

日
時
　
12
月
18
日
19
時
〜

○
五
丁
目

・
公
園
の
イ
タ
ズ
ラ
、
落
書
き
が

続
い
て
い
る
。

・
カ
ラ
ス
が
生
ゴ
ミ
に
寄
っ
て
く
る
。

・
各
地
区
で
の
民
生
委
員
へ
の
情

報
提
供
を
お
願
い
す
る
。

○
六
丁
目

＊
ク
リ
ー
ン
運
動
　
参
加
者
28
名

日
時
　
12
月
11
日
７
時
〜

次
回
　
１
月
８
日（
土
）７
時
〜

＊
水
道
工
事
に
つ
い
て

日
時
　
平
成
16
年
11
月
〜

　
　
　
　
　
平
成
17
年
３
月
末
迄

場
所
　
弥
生
線（
八
丁
目
高
架
下

　
　
　
　
　
〜
六
丁
目
バ
ス
停
）

＊
地
区
会

日
時
　
11
月
29
日
　

・
近
畿
郵
政
局
宿
舎
解
体
工
事
に

つ
い
て

・
工
事
協
定
書
締
結（
12
／
２
）

・
12
月
13
日
か
ら
工
事
開
始

○
八
丁
目

＊
地
区
清
掃
　
　
　
参
加
者
18
名

日
時
　
12
月
18
日
　
９
時
〜

次
回
　
１
月
15
日（
土
）９
時
〜

○
九
丁
目

＊
地
区
役
員
会
　
　
出
席
者
９
名

日
時
　
11
月
13
日
19
時
30
分
〜

＊
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
＆
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
13
名

日
時
　
12
月
19
日
19
時
〜

＊
地
区
役
員
会
　

日
時
　
１
月
22
日（
土
）19
時
30
分
〜

谷口整骨院 
日曜・祝日　診療 

◎各種保険取扱い 
◎交通事故・労災指定 

東園田町4丁目95-9

診療時間 
午前 9：00～12：30 
午後 4：00～  9：00 
   土曜日・日曜・祝日 
午前 9：00～12：30 
午後 4：00～  7：00

木曜休診 
TEL 
FAX 6498-6816
阪急園田駅前 

坂口建設工業 
尼崎市椎堂１丁目17－10 
ＴＥＬ（6491）0 7 2 1番� 
ＦＡＸ（06）6491－0 7 1 1

綜 合 建 設 業  
宅地建物取引業 

歌 謡 教 室 
RAKUSYOKAI

楽唱会 
女性専科 
毎火曜日 ＰＭ1：30 
於　町会事務所２Ｆ 

ＴＥＬ 6498－1186  酒　井 

平
成
16
年  

秋
の
褒
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
丁
目
　
橋
本
　
博
之 

氏

　
　（
尼
崎
信
用
金
庫
理
事
長
）

業
務
に
精
励

し
、
人
々
の

模
範
で
あ
る

方
に
贈
ら
れ

る
「
黄
綬
褒
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

四
丁
目
　
榎
　
　
　
弘 

氏

　（
元
園
田
第
九
分
団
分
団
長
）

長
年
の
消
防

団
活
動
の
功

労
に
よ
り

「
瑞
宝
単
光

賞
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

日　時　２月５日（土）
　　　　午後２時より

　　（木戸銭無料）
場　所　町会２階大ホール

文化部　

第7回落語を聞く会

林家染二
演題は当日のお楽しみ

一門
来たる！

　下記の要項でオープンスクー
ルを開催し、元気一杯の子ども

達の様子を地域の方々にご覧いただきたい
と計画しました。どうぞご来校下さい。

　　　　
１．日　時 １月18日（火）・19日（水）・20日（木）

８：30～15：30
２．場　所 園和小学校
３．その他 東門（商店街側）からご来校下さい。

受付でお名前・ご住所を記入下さい。
用意された名札をおつけ下さい。

オープンスクール開催
（学校公開）　　

市立園和小学校

平
成
16
年
11
月

防

犯

情

報

日
時
　
11
月
19
日
８
時
15
分
頃

場
所
　
６
丁
目
39
の
４

状
況
　
徒
歩
で
帰
宅
中
の
男
性

（
19
才
）が
、
後
方
か
ら
近
づ
い

て
き
た
黒
色
原
付
の
後
部
座
席

の
男
に
、
追
い
抜
き
ざ
ま
に
左

手
に
持
っ
て
い
た
バ
ッ
グ
を

ひ
っ
た
く
ら
れ
た
。
運
転
し
て

い
た
の
は
、
茶
髪
で
白
服
の
若

者
。
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
た

の
は
、
金
髪
で
紺
色
ダ
ウ
ン

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
若
者
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
の
話
錦

織

美

喜

く
ね
ん
ぼ
う

（8）

　
私
の
生
家
に
、「
く
ね
ん
ぼ
う
」と
言
う
蜜
柑
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら

100
年
以
上
昔
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
祖
父
が
東
京
か
京
都
の
御
土
産
と
し
て
買
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

祖
父
は
「
こ
れ
は
大
変
珍
し
く
、
高
価
な
蜜
柑
の
木
で
あ
る
。
こ
の
実
は
江
戸

時
代
、
大
名
が
贈
答
用
と
し
て
使
っ
た
。」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
蜜
柑
が
生
る
の
か
、
絶
え
ず
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
あ
る
年
、
と
う
と
う
蜜
柑
が
三
、
四
個
つ
き
ま
し
た
。
味
見
す
る
と
、
と
て

も
不
味
く
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
祖
父
は
騙
さ
れ
て
、
こ
ん
な
蜜
柑
を
買
っ

て
こ
ら
れ
た
と
、
思
い
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
そ
れ
か
ら
80
年
余
り
私
の
記
憶

の
外
に
置
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
蜜
柑
の
事
が
突
然
私
の
目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
に
、「
く
ね

ん
ぼ
う
」
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
蜜
柑
の
袋
の
一
つ
一
つ
に
皮
が
つ
き
、
人

間
の
手
の
よ
う
な
蜜
柑
で
あ
り
ま
し
た
。

　「
実
が
生
る
の
に
長
い
年
月
が
か
か
り
、
生
っ
て
も
写
真
の
よ
う
な
形
の
も
の

は
珍
し
い
か
ら
、
一
般
の
人
々
は
見
る
機
会
が
少
な
く
、
貴
重
品
に
な
っ
た
だ

ろ
う
。」
と
私
は
想
像
し
ま
し
た
。

　「
く
ね
ん
ぼ
う
」
と
い
う
呼
名
は
、
私
の
家
だ
け
の
呼
名
で
し
ょ
う
か
。
歳
時

記
に
は
「
九
年
母
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
実
際
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
の
お
話

を
お
聴
き
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
園
田
町
会
の
皆
様
に
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
相
次
ぐ
台
風
の
直
撃
、

新
潟
県
中
越
地
震
、
豪
雨
災
害
が

数
多
く
発
生
し
、
多
く
の
人
的
・

物
的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
防
ぐ
こ
と
は
不
可

能
で
す
が
、
相
手
を
知
り
そ
れ
に

備
え
る
こ
と
で
減
災
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」、「
町
の
安
全
は
皆
ん
な
で
守

る
」、「
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

公
的
な
と
こ
ろ
で
進
め
る
」
と
い

う
防
災
体
制
の
基
本
で
あ
る
「
自

律
・
連
帯
・
協
働
」
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
力
の
面
か

も
ろ

ら
、
社
会
の
災
害
に
脆
い
と
い
う

性
質
が
、
年
と
と
も
に
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
体
力
も
判
断
力
も

落
ち
る
高
齢
社
会
が
ど
ん
ど
ん
と

近
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
繋
げ
て
い
く
視
点

が
必
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。
防

災
は
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発
化

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
地
域
の
安
全
安
心
の
確

保
の
面
か
ら
防
災
と
防
犯
が
連
携

し
、
双
方
が
協
力
の
上
、
車
の
両

輪
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、

そ
の
活
動
内
容
の
充
実
強
化
が
図

ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
満
十
周

年
を
迎
え
、
教
訓
を
掘
り
起
こ

し
、
災
害
に
対
応
す
る
心
構
え
、

油
断
大
敵
、
用
意
周
到
、
臨
機
応

変
、
自
律
連
携
を
合
言
葉
に
し

て
、「
安
全
・
安
心
の
町
尼
崎
」
の

実
現
に
向
け
、皆
様
と
と
も
に
歩
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

東
園
田
町
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

忘
災
か
ら
防
災
へ 

地
域
と
と
も
に
…

尼
崎
市
北
消
防
署
長

き
よ
し

　
　
　
早
　
川
　
　
　
浄

園
田
支
所
長

　
　
　
宗
　
盛
　
康
　
行

ぶつだん 
◇仏壇・仏具販売 ◇一部掃除 ◇修理・お洗い 

〒６６１-０９５３ 
尼崎市東園田４丁目164-14  園田コープ前 

診療 
時間 

午前10：00～1：00 
午後13：00～8：00

日曜 
・ 
祝日 

休診日 
（但し土曜～5：00） 

園田駅南側30m
（本のダイハン2F） �4960-5577

尼崎市東園田町５丁目119－９ 
TEL（０６）６４９１－８９２８ 

志築訪問介護事業所 
（介護ヘルパー） 

志築居宅介護事業所 
（支援費ヘルパー：ガイドヘルパー） 

志築居宅介護支援事業所 
（訪問介護ケアープラン作成） 

指　　圧 
沖　　野 

定休日は日曜日です。 

ＴＥＬ 6491－5596

（パセオショッピングセンター北側） 

東園田店へ 
尼崎市東園田町5－35　園田中央商店街 

06－6495－2504
フリーダイヤル 

FAX

いち に さん し きゅう に 

畳殺虫、殺菌、乾燥機完備 
有限 
会社 宮本畳店 
宮 本 雅 裕  

畳・敷物・内装工事一式 
小鳥・金魚・飼料 

営業所 阪急園田駅前 
工　場 尼崎市善法寺町24-13 
 

TEL 6491－9636 
TEL 6491－5009 
FAX 6491－0017

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
東
園
田
町
会
の
皆
様
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
豊

岡
・
三
重
県
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

災
害
の
被
害
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
自

然
災
害
の
年
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
台
風
23
号
に
よ
る
増
水
で
、

藻
川
・
猪
名
川
が
不
測
の
事
態
に
至

る
ま
で
今
一
歩
と
い
う
状
態
に
な
っ

た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
東
園
田
町
会
は
、古
川
会
長
を
中
心

に
、
美
化
環
境
の
推
進
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
各
種
事
業
、
教
養
の
向
上
、

防
火
、
防
犯
対
策
等
、
幅
広
く
ま
た
世

代
を
超
え
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
践
活
動
は
、
他
に

類
を
み
な
い
貴
重
な
活
動
で
あ
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が
問

わ
れ
て
い
る
中
、
今
後
の
ご
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
尼
崎
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

安
定
し
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
、「
安
心
し
て
、
い

つ
ま
で
も
…
」
の
考
え
の
も
と
に
、
平

成
15
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
「
経
営
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
行
財
政
改
善
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
現
実
の
問
題
と
な

り
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
も
現
役

社
会
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
も
目
前
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
税
収
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
従
前
と
同
じ
こ
と
を
す
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
東
園
田
地
区
は
、
猪
名
川
自
然
林
、

ま
た
猪
名
川
と
藻
川
を
擁
し
、
緑
豊

か
な
自
然
が
多
く
残
っ
て
い
る
貴
重

な
地
域
で
す
。
し
か
し
こ
の
自
然
が
、

昨
年
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
猛
威
を

ふ
る
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
で

便
利
な
社
会
を
手
に
入
れ
た
代
償
か
、

ま
た
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
何
十
年
か
、
何
百
年
に
一

度
、
自
然
の
猛
威
と
対
峙
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
自
然
の
猛
威
に
打
ち
勝
つ
に

は
、
堤
防
の
整
備
、
河
川
改
修
が
必
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
い
ざ
と
な
っ
た
時

の
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ほ
ど
こ
れ

に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
東
園
田

町
会
に
は
、
豊
富
で
多
才
な
人
材
が

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
に
備
え

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
更
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
努
め
ら

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
、
東
園
田
町
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
然
と
の
共
生

  
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
充
実
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九丁目・江崎　弘彦

生活習慣病のお話 ϵ

　新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお

願いします。

　今回からは、新聞やマスコミ等でもよく話題になっている

「糖尿病」についてお話をすすめていきたいと思います。

　まず「糖尿病」ってどのような病気なのでしょうか？　一

般的には糖が尿から排泄されるというイメージが強いでしょ

うが、それはあまり重要ではありません。糖尿病とは、血糖

をコントロールするホルモンの作用が低下し、体内に取り入

れられた栄養素が、うまく利用されずに血液中のブドウ（血

糖）が多くなっていることを言います。血糖とは、我々が食

べたり飲んだりすると、食べ物が消化されてブドウ糖となり

ます。それが血中に溶け込んだ状態をいいます。

　ブドウ糖はからだの三大栄養素の一つで重要な働きをして

います。但し、ブドウ糖がからだに上手く作用しないとエネ

ルギー源とはなりません。この上手く溶けこませる作用をす

るのが、インスリンという膵臓分泌ホルモンなのです。

　そして、このインスリンが上手く作用しないとブドウ糖が

細胞に摂り込まれなくなり、血液中に溢れ出します。その結

果として血糖が上がった状態を糖尿病と言います。次回は糖

尿病の合併症についてお話しします。　　　　（つづく）

「糖尿病ってどんな病気？」

市
議
会
議
員
・
町
会
顧
問

い
く

お

　
　
　
田
　
村
　
征
　
雄

華
道 

小
原
流 

茶
道 

裏
千
家 

家
元
教
授 

華
名 

茶
名 

冨
士
豊
石 

冨
士
宗
圓 

稽
古
日（
木
・
金
・
土
） 

東
園
田
町
五
丁
目
三
十
七 

園
和
小
学
校
東
門
前 

園
田
駅
よ
り
徒
歩
２
分 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
四
九
一
―
二
九
〇
一 

出　前　迅　速 
仕 出 し 　　　会席折詰 
定休日　毎週火曜日 
但し祝祭日は休みません 

竹　舟 
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ＴＥＬ（6491）9803・9903

（国保取扱） 

はり・灸・小児はり・マッサージ 

高柳鍼灸治療院 
毎日曜は定休日 
午前9時～午後7時 
園田病院北へ100m

電話（6491）3309番 
 
東 園 田 郵 便 局 前  

シンキュウイチ サーサーオキュウ 

呉服・和装小物・婦人服
洗張り、お仕立直しも致します

きもの

東園田町 3丁目 22－ 1
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尼崎市三反田町３丁目11-8　TEL（06）6429－3370
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Tanaka Seihan Corporation

制御／事務系ソフト開発
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TEL（06）6498－9200
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
東
園
田
町
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
良
き
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
支
所
・
出
張
所
の
統
廃
合

問
題
は
、
昨
年
の
予
算
修
正
に
よ

り
、
い
っ
た
ん
白
紙
か
ら
の
議
論

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
当
局
素
案
で
は
「
六

出
張
所
の
全
部
廃
止
」
が
ま
た
も

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
議
会

で
「
素
案
で
は
住
民
合
意
が
取
れ

な
い
」
と
批
判
し
、
当
局
か
ら
は

あ
ら
た
め
て
、「
東
園
田
地
域
に

証
明
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
」
と

「
素
案
の
一
部
手
直
し
」
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。（
住
民
票
、
印
鑑

証
明
な
ど
の
証
明
書
だ
け
を
発
行

す
る
コ
ー
ナ
ー
。
今
の
場
所
と
は

限
ら
ず
）そ
の
手
直
し
案
も
不
十

分
で
あ
る
と
議
会
で
議
論
し
て
き

ま
し
た
。

　
議
会
の
「
特
別
委
員
会
が
ま
と

め
た
意
見
」「
各
会
派
の
意
見
」
を

踏
ま
え
、
当
局
か
ら
具
体
的
な
案

が
提
案
さ
れ
る
の
は
、
一
月
半
ば

過
ぎ
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
当
局
は
、
住
民
合
意
が
得
ら

れ
る
案
を
提
示
す
る
べ
き
で
す
。

　
さ
て
こ
れ
と
は
別
に
、
今
年
は

「
鶴
の
巣
園
の
建
て
替
え
工
事
」

が
予
算
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

園
田
駅
前
の
出
張
所
は

　
　
　
　
　
現
行
通
り
存
続
を
！

す
。
ま
た
「
園
田
駅
周
辺
放
置
自

転
車
対
策
協
議
会
」
の
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
し
、
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

　「
理
事
会
」
で
の
市
政
報
告
、

「
敬
老
会
」
や
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
」
へ
の
参
加
、「
作
品
展
」
へ
の

出
品
と
鑑
賞
な
ど
の
町
会
行
事
を

通
じ
て
、
皆
さ
ん
と
引
き
続
き
交

流
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
問
題
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
超
党
派
の
立
場
で
取
り
組

み
、「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
10

年
。
風
化
し
つ
つ
あ
る
震
災
の
記

憶
…
尼
崎
の
防
災
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

  

地
域
現
在
学
講
座
　
尼
崎
学
入
門

　   

尼

崎

の

防

災

・
場
　
所
　
園
田
公
民
館

・
受
講
料
　
一
、
〇
〇
〇
円

・
定
　
員
　
50
名

・
申
込
み
　
１
月
18
日（
火
）か
ら

・
主
　
催
　
園
田
公
民
館

（月） 
地
球
温
暖
化
と
 

　
市
民
の
役
割
 立
命
館
大
学
教
授
 

　
和
田
　
　
武
氏

3/14
（金） 
阪
神
・
淡
路
 

大
震
災
の
教
訓
 神
戸
新
聞
論
説
委
員

　
相
川
　
康
子
氏

2/25
（金） 
ジ
ェ
ー
ン
台
風
と
 

　
　
　
　
防
潮
堤
 
元
甲
子
園
短
期
大
学
教
授

　
生
澤
英
太
郎
氏

2/18 開
講
日
 
学
習
内
容
 

講
　
師
 

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
迄 

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ご

案

内
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お
知
ら
せ

と
り

▼
今
年
は
酉
年
。鶏
は
病
難
を
つ
い

ば
み
福
を
呼
ぶ
と
言
わ
れ
ま
す
。縁

起
の
良
い
年
に
あ
た
り
、何
よ
り
も

災
害
の
少
な
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
祈
り
ま
す
。

☆
じ
ん
け
ん
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
市
民
の
つ
ど
い

「
愛
と
出
番
を
求
め
る
子
ど
も
た
ち
」

講
師
　
教
育
評
論
家
　
尾
木
　
直
樹
氏

日
時
　
１
月
14
日（
金
）13
時
30
分
〜

場
所
　
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
オ
ク
ト

主
催
　
尼
崎
市

☆
白
井
神
社
の
と
ん
ど
祭

日
時
　
１
月
15
日（
土
）６
時
30
分
〜

☆
第
５
回 

痴
呆
性
老
人
講
演
会

　
　「
老
い
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
人
に
か
か
わ
る
」

講
師
　
社
会
福
祉
法
人
　
阪
神
共
同
福
祉
会
理
事
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
園
田
苑
」施
設
長

　
　
　
　
　
　
中
村
　
大
蔵
氏

日
時
　
１
月
25
日（
火
）14
時
〜
16
時

場
所
　
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　（
フ
ェ
ス
タ
立
花
南
館
）

主
催
　
尼
崎
市

☆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
凧
上
げ
大
会

日
時
　
２
月
６
日（
日
）10
時
〜

場
所
　
藻
川
宮
園
橋
付
近

主
催
　
市
民
運
動
園
田
地
区
推
進
協
議
会

☆
尼
崎
市
民
共
済
の
申
込
み
は
、

町
会
事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
前
日
夜
半
の
嵐
も
通
り
す

ぎ
、
参
加
者
56
名
で
、
う
す

曇
り
の
中
８
時
過
ぎ
に
出
発

し
ま
し
た
。

　
京
都
八
坂
の
円
山
公
園
で

赤
く
色
つ
い
た
紅
葉
が
池
を

染
め
、
そ
の
池
の
中
、
岩
の

上
に
真
っ
白
な
鷺
が
見
事
に

立
ち
、
一
幅
の
絵
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
知
恩
院
か
ら
清
水
寺
へ
。
美
し

く
輝
く
よ
う
な
紅
葉
！
　
紅
葉
！

紅
葉
！
　
の
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
抜

け
、
振
り
向
く
と
池
の
側
に
大
き

そ
び

な
紅
葉
が
一
本
立
派
に
聳
え
て
い

ま
し
た
。
葉
の
色
は
、
上
か
ら

赤
・
黄
・
緑
の
三
色
が
あ
で
や
か

に
。
大
木
ゆ
え
に
上
中
下
と
温
度

差
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
少
し
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
保
健
体
育
部

　
秋
は
山
か
ら
下
り
て
き

ま
す
。
高
い
山
々
で
は
八

月
末
頃
か
ら
ひ
ん
や
り
と

し
た
秋
風
が
吹
き
始
め
、

九
月
半
ば
か
ら
は
草
や

木
々
の
葉
も
色
づ
き
始
め

ま
す
。
山
に
よ
っ
て
紅

葉
・
黄
葉
の
様
子
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
、
ま
る
で
山

と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
に
描

か
れ
た
、
自
然
の
絵
画
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
色
々
の
風
景
を
楽
し

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
め
は
播
州
清
水
寺

へ
。
根
本
中
堂
や
大
講
堂
等
を
見

学
。
次
に
、
日
本
六
古
窯
「
丹
波

立
杭
焼
」
の
窯
元
鎮
台
窯
で
絵
付

教
室
の
体
験
学
習
。
昼
は
、
石
焼

き
の
味
蔵
さ
ん
で
「
三
田
牛
石
焼

き
セ
ッ
ト
」
を
賞
味
。
昼
食
後
は

椎
茸
ラ
ン
ド
「
か
さ
や
」
で
椎
茸

狩
り
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学

と
試
飲
。
そ
の
後
、
宝
塚
園
芸
振

興
セ
ン
タ
ー
、
花
と
緑
の
あ
ふ
れ

る
「
あ
い
あ
い
パ
ー
ク
」
を
見
学
。

充
実
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
日

で
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
御

一
緒
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
か

ら
、「
あ
た
た
か
な
お
心
」
を
一
杯

頂
き
ま
し
た
。
心
が
や
す
ら
ぐ
旅

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
部

12
月
の
歩
こ
う
会

12
月
５
日（
日
）

婦
人
部
バ
ス
ツ
ア
ー

�
は
ら
は
ら
と
銀
杏
黄
落  

鐘
の
声
�
貞
子

12
月
３
日（
金
）

播州清水寺仁王門の前で

た
く
は
つ

�
二
年
坂
　
暮
の
托
鉢

　
　
　
　
　
　
　
み
え
か
く
れ
�
和
子

清水寺にて


